
指標：世論調査結果：「心の豊かさか、物質的豊かさか」「日本の国や国民について誇りに思うこと」
の項目別割合

国民の価値観の変化を世論調査でみると、「物質的豊かさ」より「心の豊かさ」を重視し、また経済的繁栄より歴史・伝統、
自然、文化・芸術を重視する方向に変化してきている。

モニタリング項目：ライフスタイルの動向 視点：世代交代等により価値観はどう変わっているか。
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【心の豊かさか、物質的豊かさか】
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（出典）内閣府「社会意識に関する世論調査」より作成。

（注） １．複数選択。
２．1981年の調査では「国民の人情味」、「国民の義理がたさ」の２つの
選択肢に分けて質問しているため、ここでは回答比率の高い「国民の

人情味」の比率で作成している。

３．選択肢「自由で平和な社会」は1991年の調査から加わっている。

（出典）内閣府「国民生活に関する世論調査」より作成。

（注） 心の豊かさ：「物質的にある程度豊かになったので、これからは
心の豊かさやゆとりある生活をすることに重きをおきたい」

物質的豊かさ：「まだまだ物質的な面で生活を豊かにすることに
重きをおきたい」

【日本の国や国民について誇りに思うこと】

■国土のモニタリング


